
令和６年度（第１回）田川市社会教育委員の会議  

日  時：令和６年７月２３日（火）１５：３０  

場  所：田川市民会館  教育委員会室  

１  辞令交付  

 

２  教育長挨拶  

 

 

３  社会教育委員及び教育委員会自己紹介【別紙１】  

 

 

４  会長・副会長選出（互選）  

会  長：  

副会長：  

   

５  会長挨拶  

 

６  議事  

⑴  令和６年度文化生涯学習課所管事業【別紙２】  

 

 

 

⑵  令和６年度社会教育委員の活動計画【別紙３】  

 

 

 

⑶  家庭教育講座案【別紙４】  

 

 

※次回会議予定：９月中旬  



令和6年6月1日 現在

氏名 役職 推薦団体 団体種別 備考

岡部　裕實 委　　員 田川市子ども会育成会連絡協議会 社会教育

渡邊　邦子 委　　員 たがわ２１女性会議 社会教育

堤　圭史郎　 委　　員 公立大学法人福岡県立大学 学識経験者

神吉　房徳 委　　員
特定非営利活動法人田川市スポーツ協
会

社会教育

浦田　大治 委　　員 田川市公民館連絡協議会 社会教育

重松　計茂 委　　員 田川市小学校校長会 学校教育

井上　尚志 委　　員 田川文化連盟 社会教育 新任

尾垣　有三 委　　員 校区活性化協議会会長連絡会 社会教育 新任

立花　晶子 委　　員 田川市PTA連合会 家庭教育 新任

田川市社会教育委員名簿（任期：令和６年６月１日から令和８年５月３１日まで）

【別紙1】



田川市社会教育委員の略歴について

委員 所属団体
所属団体
での役職

所属団体の主な活動内容
所属団体での委員自身の
主な活動等の内容

岡部　裕實
田川市子ども会
育成会連絡協議
会

会長

児童憲章の精神に基づき、地域子ども会、育成会、
青少年団体など相互の親睦と綿密な連絡をもって
青少年活動の発展と育成を図ることを目的としてお
り、以下の活動を行っている。
○親と子のとうげい教室
○フラワーアレンジメント教室
○ふれあいスポーツ大会
○田川市子ども会まつり

会長として、会務を統括している。

渡邊　邦子
たがわ２１女性会
議

常任理事

男女共同参社会の実現に向け、環境部会・教育部
会・福祉部会などの3つの部会において、自主的活
動（調査・研究、研修・学習、情報の交換など）を行っ
ている。

常任理事として福祉部会に所属し、介護などの社会問題につ
いて、学びを深めている。

堤圭史郎
公立大学法人福
岡県立大学

教授 学術研究および教育における高等教育機関。

社会学・社会調査の教授等。
詳細は大学HP、地域社会コース欄「堤　圭史郎」を参照。
【大学での主な研究内容】
１　都市貧困問題（主にホームレス問題）に関する研究
２　社会問題・都市問題に関する社会学的研究
３　ホームレス支援、生活困窮者支援に関する研究

神吉　房徳
特定非営利活動
法人田川市ス
ポーツ協会

副会長
生涯スポーツの振興や市民へのスポーツの普及活
動を行っている。

月１回の定例会議等で左記内容を推進するための検討など
を行っている。

浦田　大治
田川市公民館連
絡協議会

大黒町公
民館長

公民館まつりの企画運営等。
●子ども見守り活動
●公民館にて行う健康体操をはじめとする各教室、イベント、
事業の管理調整。

重松　計茂
田川市小学校校
長会

会員
田川市内小学校教育に関する調査・研究情報収集
及び伝達、各種研修会、研究会の開催等。

左記調査に関する調査・研究の推進。又、人権・同和教育担
当として、県の公立小中校長、人権同和教育研究会との連携
を推進している。

井上　尚志 田川文化連盟 副会長 文化活動の推進に努め地域文化の向上に資する。
舞台芸術体験事業、芸能発表会「やるばい」、こども音楽祭な
どの開催。

尾垣　有三
校区活性化協議
会会長連絡会

座長 田川市の各校区活性化協議会の連絡調整。 田川市校区活性化協議会会長事務局長会議の座長。

立花　晶子
田川市ＰＴＡ連合
会

母親代表
委員長

田川市ＰＴＡ会員相互の資質向上を目指した研修活
動の推進及び全ての子どもたちの健全育成。

●田川市ＰＴＡ連合会事務局として、定例研修会及び学習会
等の企画・運営。
●筑豊地区ＰＴＡ連合会。福岡県ＰＴＡ連合会と連携した取り
組みの推進。



人間社会学部／地域社会コース 職名 教授 氏名 堤 圭史郎 
 
１．教員紹介・主な研究分野  
 2008年、大阪市立大学大学院文学研究科後期博士課程単位取得退学。2009年、博士（文学）

を取得。2010 年 4 月より本学に着任。2011 年、共著書『ホームレス・スタディーズ—排除と
包摂のリアリティ』により、第 7回日本都市社会学会賞（磯村記念賞）を共同受賞。2014年、
「多重債務経験者等の生活問題に関する調査研究—福岡県立大学人間社会学部公共社会学科の
社会調査実習」により、一般社団法人社会調査協会から第４回社会調査協会賞『社会と調査』

賞を受賞。 
主な研究分野：社会学の立場から貧困問題・都市問題・地域問題を研究している。とりわけ

ホームレスの人々をめぐる様々な「問題」について研究してきた。近年は、生活困窮者支援モ

デルに関する研究、大都市都心のコミュニティ状況把握等も行っている。 
 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文 

・ （近刊）堤圭史郎・相川陽一,2024,「小規模非合併農協による地域生活文化圏の形成と課題―
主に下郷農業協同組合の歴史と実践に基づいて」西村雄郎・岩崎信彦編著『地方社会の危

機に抗する<地域生活文化圏>の形成と展開』東信堂: 754-791. 
・ Tsutsumi,K.(2024). Process of Social Acceptance of Facilities for the Poor. Institute of Social 

Theory and Dynamics. Social Theory and Dynamics,5, 70-86. 
・ Tsutsumi,K.(2023). The Past and Present Homeless Issues in Japan. Aoki H and Ishioka T 

(Eds.). The Bottom Worker in East Asia: Composition and Transformation Under 
Neoliberal Globalization (Studies in Critical Social Sciences, 262). Netherlands: Brill, 
230-256. 

・ 堤圭史郎,2023,「ホームレス化をヘッジする—ある支援付き住宅の取り組み」『社会分析』50: 
73-90. 

・ 堤圭史郎・坂無淳・阪井裕一郎,2021,「福岡県内自治体の男女共同参画推進状況—政策意思決
定・行政組織・地域自治への女性参画に着目して」『福岡県立大学人間社会学部紀要』29-
2：61-74. 

 
 ②その他最近の業績 

 〈研究報告書等〉 
・ 堤圭史郎編,2024,『田川市における学校再編と部活動の地域移行―教員の経験と評価（2023

年度福岡県立大学人間社会学部公共社会学科社会調査実習調査報告書）』. 
・ 堤圭史郎,2023,「第 3章 経済・就労の状況」福岡県『令和 5年年度隣保館人権課題把握調

査報告書』: 406-458. 
・ 特定非営利活動法人抱樸,2023,『支援付き住宅の複合モデル「プラザ抱樸」の拡充と整備事業 

事業評価報告書』.（第 I章 3節、第 II章、第 V章、第 VI章 2節を執筆） 
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・ 堤圭史郎編,2022,『コロナ禍における困難と工夫—飲食店・教育機関・福祉施設・祭関係者
へのインタビュー調査（2021年度福岡県立大学人間社会学部公共社会学科社会調査実習
調査報告書）』. 

 〈書評〉 
・ 堤圭史郎,2024,「川口泰司著『「寝た子」はネットで起こされる!?—ネット人権侵害と部落差別』」

福岡県人権研究所『リベラシオン』193: 104-108. 
・ 堤圭史郎,2022,「橋本和孝・吉原直樹・速水聖子編著『コミュニティ理論と社会思想』」『社会

分析』49.: 110-1. 
 〈学会報告〉 
・ 堤圭史郎,「ホームレス問題における認識と制度化—都市住民に着目して」, 第 96 回日本社会

学会大会, 立正大学, 2023年 10月 9日. 
・ 堤圭史郎,「ホームレス問題と『地域共生社会』—貧者の施設の受容過程」, 西日本社会学会第

81回大会, 熊本大学, 2023年 5月 21日. 
 〈一般誌論稿〉 
・ 堤圭史郎,2024,「貧困のリアリティを社会に育む」『2023年度ヒューマンアルカディア特別展

集 Vol.2 第 56 回特別展 SDGs——持続可能な開発目標と人権』福岡県人権啓発情報
センター: 45-6. 

・ 堤圭史郎,2024,「貧困」『2023 年度ヒューマンアルカディア特別展集 Vol.2 第 56 回特別展 

SDGs——持続可能な開発目標と人権』福岡県人権啓発情報センター: 55. 
  

 ③過去の主要業績 

・ 堤圭史郎,2019,「貧者の施設と地域社会—施設コンフリクトと『良好な関係』」『理論と動態』
12：78-94. 

・ 奥田知志・稲月正・垣田裕介・堤圭史郎,2014,『生活困窮者への伴走型支援—経済的困窮と社会
的孤立に対応するトータルサポート』明石書店.  

・ 青木秀男編, 2010,『ホームレス・スタディーズ—排除と包摂のリアリティ』,ミネルヴァ書房.（序
章「ホームレス・スタディーズへの招待」、5章「家族規範とホームレス—扶助か桎梏か」
（妻木進吾と共著）を執筆） 

 
３．外部研究資金 
・ 文部科学省,科学研究費補助金（基盤研究Ｂ）,「大阪大都市圏住民の社会的紐帯と近隣効果の研

究：混合研究法による都市社会調査」,課題番号 20H01578,2020〜24 年度,13,130 千円,研究
分担者（研究代表者：川野英二・大阪市立大学）. 

 
４．受賞 

 
  



５．所属学会 

 
関西社会学会、地域社会学会、西日本社会学会、日本社会学会、日本社会病理学会、日本社会

分析学会（理事）、日本都市社会学会（事務局担当理事）、貧困研究会、ソシオロジ同人 

 
６．担当授業科目 

 

教養演習・1 単位・1 年・前期、社会学Ａ・2 単位・1 年・前期、社会学Ｂ・2 単位・1 年・後
期、社会病理学・2単位・2年・前期、社会調査実習Ⅰ・2単位・2年・前期、社会調査実習Ⅱ・
2 単位・2 年・後期、公共社会学研究Ⅰ・１単位・3 年・前期、公共社会学研究Ⅱ・１単位・3
年・後期、社会変動と社会問題・2単位・3年・後期、卒業論文・6単位・4年・通年、日本事
情Ｂ・オムニバス・留学生・前期、地域問題研究・2単位・大学院・前期、地域問題演習・2単
位・大学院・後期、特別研究Ⅰ・4単位・大学院・通年、特別研究Ⅱ・4単位・大学院・通年、
フィールドワーク・2単位・大学院・通年 

 
７．社会貢献活動 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

一般社団法人日本伴走型支援協会・伴走型支援研究会・委員 
川崎町地域公共交通会議・副会長 
添田町子ども・子育て会議・会長 
田川市社会教育委員・副会長 
田川市地域公共交通会議・副会長 
田川市バスロケーションシステム等導入プロポーザル審査委員会・会長 
特定非営利活動法人社会理論・動態研究所・研究員 
福岡県隣保館人権課題把握調査検討委員 
福岡県人権啓発情報センター企画委員会・委員   等 

 
８．学外講義・講演 
・ 福岡県人権啓発情報センターヒューマン・アルカディア第 56回特別展「SDGs - 持続可能な開

発目標と人権-」に寄稿（タイトル「貧困のリアリティを豊かにする」「貧困（図書の推薦）」。

2023年 12月 9日〜2024年年 3月 23日） 
 
９．附属研究所の活動等 
・ 2023年度研究奨励交付金（COC研究）「炭鉱閉山よる児童の問題から引揚孤児問題へ－福岡県

を中心に」（研究分担者） 
 



令和６年度 文化生涯学習課 所管事業

29 地域活動活性化事業 ⑴

市内旧８中学校区に設置した活性化協議会の公民館部会・社会福祉
部会・青少年育成部会の３部会において、公民館活動や青少年健全
育成及び地域福祉に重点を置き、住民自ら考え、創意工夫に満ちた
地域活動を行う。

⑴　８校区における行事参加延べ人数　 ２５，０００人
⑵　８校区における行事延べ開催数　　　　 　１１０回

4月～3月実施
公民館・ス
ポーツ係

⑴ 市民会館における公民館講座及び人材バンク講座等の開設 各種講座等の受講者数　６００人（講座数：７０講座） 4月～3月実施
⑵ 「田川市公民館まつり」の開催 公民館まつりの参加団体数　　６０団体 10月13日開催
⑴ 博物館では、多様な層が理解できる展示や解説を行う。 石炭・歴史博物館入館者数　２８，４００人／年
⑵ 図書館では、多様な層が本を利用できる環境整備を行う。 図書館利用者数　　　　　　  １３４，０００人／年
⑶ 美術館では、多様な層の施設利用を促進する。  美術館利用者数 　　　　　　　３８，６００人／年

32 地域活動活性化事業 ⑴

新中学校の開校を機に市内旧８中学校区に設置した活性化協議会
の公民館部会・社会福祉部会・青少年育成部会の３部会において、
公民館活動や青少年健全育成及び地域福祉に重点を置き、地域活
動を支援する。

⑴　会長・事務局長合同会議　２回／年
⑵　事務局長会議　　　　　　　　 ４回／年

4月～3月実施
公民館・ス
ポーツ係

⑴

地域住民等の参画による学習支援・体験活動（多様な学びの機会の
提供）
　　放課後や週休日を利用し、学習支援・体験活動などを通じ、家庭
における学習習慣の定着や学習意欲の喚起、その他にも社会性を
身に付けること、放課後の居場所となることなどを目的に放課後子ど
もチャレンジ教室を実施。

⑵

「学校における働き方改革」を踏まえた活動（学校支援活動）
　　困難化・複雑化する学校問題に教職員が専念できること。また、
活動に地域住民が参画することによって、地域・学校の連携強化を
図ることなどを目的に実施。
　　なお、本事業は、コロナ等の影響により、令和２年度から令和４年
度まで実施を見送っており、令和５年度は、再構築したうえでモデル
実施を行った。今後、令和６年度より小学校において段階的に実施
する。

34 地域活動活性化事業 ⑴
中学校再編後の各校区活性化協議会の活動に与える影響及び新た
な課題等についてアンケートを実施し、その結果を踏まえ協議を重
ね、各校区共通認識のもと、事業のあり方等の検討を支援する。

コロナ禍後及び中学校再編に伴う協議会の再編等の協議　２回／年 4月～3月実施
公民館・ス
ポーツ係

⑴
図書館、美術館、博物館が、各々の企画情報を共有し相互に周知を
図るとともに、連携した企画を実施する。

図書館、美術館、博物館によるデジタルサイネージを活用した企画情
報の相互周知の実施

⑵
企画を実施する中で、関係団体等と連携を図りながら、交流（地域、
世代、親子等）の場を提供する。

田川郷土研究会と連携した企画を実施　１回

⑶
田川郷土研究会及びボランティア団体等の特性をいかし、協働した
取組をさらに検討する。

図書館、美術館、博物館とボランティアとの事業の実施　５件

⑴
社会教育に関する諮問機関である社会教育委員の会議を開催し、社
会教育施策などに関し諮問を行う。 社会教育委員の会議の開催回数　４回/年 7月～2月開催

⑵
青少年問題協議会を開催し、市の青少年施策等に対して意見具申を
行う。

青少年問題協議会を開催し、市の青少年施策などに対し意見具申を
行う

◆8月～3月で会議を開催（5回）
◆3月頃意見具申予定

⑶
青少年育成連絡協議会と連携し、｢少年の主張」田川市大会を実施
する。

「少年の主張」田川市大会参加者数　３００人 11月開催

青色パトロール車の運行校区数　２校区/日 4月～3月実施
青少年健全育成街頭啓発回数　２回/年 7月、11月開催
夜間街頭補導活動回数　２回/月 4月～3月実施

⑸
田川地域未来の地域リーダー育成プログラムの実施。
※（筑豊地区合同で開催）

田川地域未来の地域リーダー育成プログラムにおける田川市の中学
２年生の参加者数　７名 8月開催

⑴ 夏休み小学生体験活動 夏休み小学生体験活動参加者数　１２５人 7月～8月開催
⑵ 子どもカルタ大会 子どもカルタ大会参加人数　２７０人 12月開催

⑶
田川市子ども会育成会連絡
協議会との共催事業

子ども会との協働事業に伴う参加人数　４００人 4月～3月開催

⑷ 生涯学習学校開放推進事業 生涯学習学校開放推進事業に係る利用許可件数　１２０件 4月～3月開催
⑸ 社会教育団体への補助金交付 補助金交付団体数　２団体 5月補助金交付

30 公民館運営事業
公民館・ス
ポーツ係

31
石炭・歴史博物館・図書
館・美術館運営等事業

4月～3月実施 文化係

35
教育・文化ふれあい交流
活動の推進

4月～3月実施 文化係

学習振興・
人権教育係

学習振興・
人権教育係

学習振興・
人権教育係

担当係
施策
№

目標（今後の方向性）

37
地域活動支援事業、生
涯学習事業等

36
社会教育、青少年対策
事業

⑷

スケジュール事務事業

33 地域学校協働活動事業
地域学校協働活動事業を３学校で実施。
なお、実施学校においては、コミュニティ・スクールとの一体的推進を
学校教育課と連携し進める。

6月～2月末

事業内容

子どもの安全確保及び青少年の非行防止を図るため、まちぐるみ子
ども安全連絡会議と連携し、以下の取り組みを実施。
ア　地域と連携し、青色パトロール車による巡回活動を実施する。

【別紙2】



令和６年度 文化生涯学習課 所管事業

担当係
施策
№

目標（今後の方向性） スケジュール事務事業 事業内容

38 家庭教育支援事業 ⑴ 家庭教育講座 家庭教育講座の開催回数　７回、参加者数　 ２５人/回 6月～2月開催
学習振興・
人権教育係

人権・同和教育中央講座開催回数　３回/年 7月、9月、11月開催
なるほど人権セミナーたがわ開催回数　５回/年 9月～11月開催
これだけは知っておきたい人権基礎講座開催回数　２回/年 9月、11月開催
校区人権・同和教育講座開催校区数　８校区
地区公民館等人権・同和教育講座開催　通年
ＰＴＡ人権・同和教育講座開催　通年
子ども会地区学習会（人権学習・教科学習）開催　通年 6月～2月開催
人権フェスタinたがわ開催回数　１回/年 12月開催
小学生リーダー養成研修会、中学生合同研修会開催回数　１回/年 8月開催
中学生冬季合同研修会開催回数　１回/年 12月開催

⑶ 広報媒体を活用した取り組みの実施 啓発パネル展・ＤＶＤの上映等実施　通年
⑷ 公民館・集会所を単位とした識字学級の実施 識字学級開催　通年
⑸ 自動車免許取得解放学級の実施 自動車免許取得解放学級開催回数　５回/年 4月、6月、8月、10月、3月開催

⑹
子ども会地区学習会や識字学級等で使用する教育集会所の維持管
理 教育集会所の補修　必要に応じ適宜実施 4月～3月開催

⑴ 田川市教育委員会人権・同和問題職員研修の実施
田川市教育委員会人権・同和問題職員研修の実施
ア　全体集合研修開催回数　２回/年
イ　職種別研修開催回数　２回/年（事務局職員１回、教職員１回）

7月、8月実施

⑵ 人権・同和教育関係研修会、集会等参加 人権・同和教育関係研修会、集会等参加　随時 5月～2月参加

⑴
指定管理による体育施設、合宿施設及び市民プールの維持管理運
営を行う。(令和４年度から令和８年度)

施設の改修・改善の実施　１００％

⑵ 体育施設におけるスポーツ教室を継続して実施する。 スポーツ教室の開設　８教室

⑶ 県民スポーツ大会へ参加する。（田川市スポーツ協会への業務委託） 県民スポーツ大会へ参加競技数　１２競技 8月～11月実施

⑷ 市民体育大会を開催する。（田川市スポーツ協会への業務委託） 市民体育大会実施競技数　１６競技 10月～3月実施

全国大会等出場報奨金
支給事業

⑴

全国大会等へ出場する個人又は団体へ報奨金を支給する。
　【報奨金の額】
　　・個人：全国規模の大会等　10,000円
　　　　　　国際規模の大会等　50,000円
　　・団体：全国規模の大会等　10,000円×人数（上限150,000円）
　　　　　　国際規模の大会等　50,000円×人数（上限200,000円）

全国大会等出場者への報奨金支給数　個人：１０人、団体：２団体 4月～3月実施

⑴ カヌー体験教室（小学４年生から６年生まで）を開催する。 カヌー体験教室の開催回数　２回／年 7/20、7/27実施
⑵ 小学校低学年水泳教室（小学１年生から３年生まで）を開催する。 水泳教室の開催日数　５日間／年 7/22～7/26実施
⑶ 出前スポーツ講座を実施する。 出前スポーツ講座の実施回数　３回／年 4月～3月実施

⑴
体育施設及び合宿施設指定管理者（田川市スポーツ協会）と連携
し、障がい者スポーツ競技団体の練習及び試合会場としての誘致を
推進する。

障がい者スポーツ競技大会の開催　１回／年

⑵ 合宿施設（トレーラーハウス）等バリアフリー施設の活用を図る。 合宿施設における障がい者スポーツ団体の宿泊回数　１回／年

⑶
スポーツ推進委員に対する障がい者スポーツに関する研修会を実施
する。

スポーツ推進委員研修会の開催　１回／年

⑴

　指定管理者制度を活用し、田川文化センター・田川青少年文化
ホールの施設の整備、受付のきめ細やかな対応、音響等の専門技
術者の配置等を行い、利用しやすい環境を構築する。また、利用促
進に向けて指定管理者と連携して取り組む。

⑵
指定管理者の問題点の把握を定期的に行い、改善を図るため、モニ
タリングを実施

⑴ 市民文化祭
⑵ 田川市「「芸術文化体験事業」
⑶ こども音楽祭
⑷ 田川市文化振興基金奨励事業

⑸
　関係団体を支援し、連携強化を図りながら地域に受け継がれた伝
統文化、特色ある地域文化の育成に努める。

文化係

文化係

◆芸術文化体験事業 9月実施
◆子ども音楽祭 11月実施
◆モニタリング 4月～3月実施
◆現地調査 7月、10月、1月、4月
実施

学習振興・
人権教育係

4月～3月開催

4月～3月開催

4月～3月実施

4月～3月実施

学習振興・
人権教育係

公民館・ス
ポーツ係

47 文化振興事業

⑴　市民文化祭参加団体数　３０団体
⑵　芸術文化体験事業観覧者数　７１０人
⑶　こども音楽祭参加団体数　９団体
⑷　文化振興基金奨励事業申請件数　１件以上

◆市民文化祭 春：4月、5月実施、
　秋：10月、11月実施
◆芸術文化体験事業 9月実施
◆こども音楽祭 11月開催
◆文化振興基金奨励事業 5月、6
月募集

46
文化センター・青少年文
化ホール運営事業

⑴　市及び文化団体との共催事業の参加者 １，０００人
⑵　モニタリング実施回数１２回/年、現地調査実施回数４回/年

45

社会体育施設運営事
業、
保健体育総務事務費、
保健体育振興経費

公民館・ス
ポーツ係

社会体育施設運営事
業、
県民体育大会事業、
市民体育大会事業

44
地域スポーツ活動
推進事業

公民館・ス
ポーツ係

43

人権・同和教育推進に関する各種講座等の実施

児童生徒を対象とした人権意識の育成及び仲間づくりのための学習
等の充実

41
人権・同和教育事務事
業

39
・

40
・

42

人権・同和問題啓発事
業、社会参加促進支援
等事業

⑴

⑵



令和６年度 文化生涯学習課 所管事業

担当係
施策
№

目標（今後の方向性） スケジュール事務事業 事業内容

⑴
図書館においては、各種講座の開催などによる読書活動の推進や
電子図書の普及活動などを行う。

⑵
美術館においては、企画展事業（提案事業）の充実や、貸館予約の
オンライン化に取り組む。

⑶
教育普及事業、学校連携事業等を拡充し、市民満足度の更なる向上
を図る。

⑴
炭坑遺産（山本作兵衛コレクションを含む）について、継続的な調査
研究や記録保存、普及活動を実施し、地域資源としての活用を図る。

炭坑遺産等の調査　２件 4月～3月実施

⑵
博物館に設置した「石炭産業と人権問題研究会」により、有識者とと
もに調査研究を行う。成果については、人権の視点に立った博物館
の展示や解説に活かしつつ、学校教育にも活用できるよう検討する。

「石炭産業と人権問題研究会」開催　２回 研究会開催8・3月

⑴
市内文化財の悉皆調査を行うとともに、特に重要な文化財について
は、田川市文化財専門委員会へ諮問・答申によって文化財指定して
保存する。

市内文化財等悉皆調査　１地区（猪位金地区）の調査完了
文化財専門委員会　9月頃実施
悉皆調査　4月～3月実施

⑵
埋蔵文化財をはじめとする博物館収蔵資料の再整理を行い、市民等
の活用に資する。

埋蔵文化財の再整理　１遺跡 4月～3月実施

⑶
遠賀川流域の古墳・遺跡の同時公開、また、博物館の展示や講座等
に加え、市HP等の媒体や案内看板等の整備を通して、文化財の普
及を関係団体及び個人と連携して実施する。

文化財関連普及活動（展示会、看板更新、講座など）　３回
古墳・遺跡同時公開　4・10月
展示・講座　8・9月

⑷
史跡保存活用計画に基づき、飯塚市及び直方市と連携しながら、国
指定史跡である筑豊炭田遺跡群（三井田川鉱業所伊田坑跡）の保存
活用を推進する。

筑豊炭田遺跡群を活用した取組実施回数　１回 7月～3月実施

⑴
市内の開発計画に伴う埋蔵文化財事前審査を行い、工事内容によっ
ては試掘・確認調査を実施して、効果的な現状保存を図る。

通年

⑵ 現状保存が図れない場合は、発掘調査（記録保存）を実施する。 通年

⑶
県受託事業として令和４年度から実施した県道田川直方線新設に伴
う発掘調査（倉ヶ原遺跡）について、整理作業を令和６年度に完了さ
せる。

倉ヶ原遺跡調査報告書の刊行

⑴
策定した山本作兵衛コレクションの保存活用計画等に沿って、適切な
保存・展示環境を維持管理するとともに、効果的な保存措置を実現
するための保存科学的な調査研究を継続して行う。

企画展開催時の１日来館者平均数　７０人
炭坑記録画原画企画展春季（4～5
月）・秋季（10～11月）2回

⑵ 原画展の開催など、山本作兵衛コレクションの効果的な活用を行う。 入館者のうち外国人数　１５０人（令和４年度実績１２７人） 4月～3月実施

⑶
山本作兵衛炭坑記録画等を「Google　Arts ＆Culture」に掲載し、世
界的な認知度向上を図る。

３館友好館関係企画展の開催　１回 4～5月（春季企画展で実施）

⑷ コロナ禍で激減した入館者数の回復に努める。 4月～3月実施

⑴
インターネット上に石炭・歴史博物館のデジタルツインやオンラインで
学習できる動画やクイズなどを掲載する。

デジタルツイン、オンライン学習等のサイト閲覧者数　５,０００回

⑵
VRシアター等の疑似炭坑体験によって、田川の歴史・文化について
関心を高める。

DXを活用した館内ガイド実施回数　５００回

⑶ コロナ禍で激減した利用者数の回復に努める。 オンライン講座受講者数とリモート見学者　２００人
⑴ 小中学校の博物館見学に対して博物館内外の解説を行う。 小中学生（社会科見学等）の博物館利用者数　４００人 4月～3月実施

⑵
子ども向け講座やワークショップといった参加型の各種講座等を実施
する。

博物館イベント参加者数　２５０人（延べ人数）
石炭を燃やそう5月、夏休みKidsイ
ベント8月、博物館講座7～2月（12
月を除く）

⑶ オンラインを活用した出前授業を実施する。 子ども（学校）向け出前授業（オンライン含む）の開催　２回 4月～3月実施
⑷ 田川の歴史と文化を学べる講座を実施する。 博物館歴史講座の開催　７回 博物館講座7～2月(12月を除く）

⑴
民俗芸能について、補助金の交付や博物館講座等の普及活動、ま
た学校等の地域活動と連携しながら、伝承活動を支援する。

伝統芸能保持団体補助　５団体

⑵

各地の祭礼行事等は同時期に実施されるため、継承が危ぶまれる
祭礼行事を優先するなど効率的な実態調査に努め、田川郷土研究
会等の関係団体や専門家、地域等と連携して、情報収集、関連文
献、ヒアリング調査などの悉皆調査を進める。

継承が危ぶまれる民俗文化財調査　３件

⑶
伊加利人形芝居（県指定）については、学校等での上演を通じた後
継者育成、また、用具等の適切な保存に向けた支援を行う。

伊加利人形芝居の継承支援（上演、用具整備等）　３回 用具整備等　4月～3月実施

48
図書館運営事業、美術
館運営事業

⑴　美術館の出前事業、ワークショップの参加者数　　　　１３０人
⑵　美術館の企目　標 画展（提案事業）入館者数　　 １４,０００人
⑶　図書館のイベント参加者数　　　　　　　　　　　　　　　　　６００人
⑷　モニタリング（１２回）、現地調査（４回）による指定管理者の問題
点の把握、改善

4月～3月実施

49

世界記憶遺産保存・活
用等事業

文化財保存・活用等事
業

埋蔵文化財発掘調査事
業

50

世界記憶遺産保存・活
用等事業

石炭・歴史博物館運営
等事業

51
石炭・歴史博物館運営
等事業

52
文化財保存・活用等事
業

文化係

文化係

4月～3月実施

4月～3月実施

文化係

文化係

4月～3月実施
文化係



令和６年度田川市社会教育委員活動計画
会議名・研修会名 会場等 概要 備　考

6月26日 水
福岡県市町村社会教育
委員新任者研修会

福岡県立社会教育
総合センター（篠栗
町）
10：20～16：00

新たに委嘱された社会教育委員等を対象に、社会教
育委員の役割や担当する社会教育の課題等について
の研修を行い、生涯学習社会の実現に向けた社会教
育活動の推進を図ることを目的に開催。
主催：福岡県社会教育委員連絡協議会
【内容】
●説明：「福岡県内における社会教育委員の現状」
●実践発表：「うきは市における社会教育の取組」
●講話：「これからの時代に求められる社会教育委員
の役割」
●演習：「レッツ、アクション！わたしたちにできること」

公用車

7月22日 月
福岡県社会教育委員連
絡協議会
第１回理事会・評議員会

福岡リーセントホテル

福岡県社会教育委員連絡協議会は、福岡県内全ての
社会教育委員の資質向上等を目的に研修会の実施、
社会教育委員の活動に関する情報の収集や提供を行
うため設置。
【内容】
●前年度事業・決算・会計監査報告
●今年度事業計画及び予算等

対象：岡部委員

7月23日 火
第1回
社会教育委員の会議

田川市民会館
15：30～

●文化生涯学習課所管事業の報告
●活動計画について
●家庭教育講座案の検討　他

9月中旬
第2回
社会教育委員の会議

田川市民会館
15：00～

●家庭教育講座案の検討　他

【未定】

例年9月

筑豊教育事務所管内市
町村教育委員・社会教育
委員等人権・同和教育研
修会

未定
13：40～16：10

福岡県人権教育・啓発基本指針の趣旨に基づいた研
修を通して、学校教育・社会教育における人権・同和
教育啓発上の諸問題について理解し、市町村におけ
る人権・同和教育行政の推進に役立てることを目的に
開催。
主催：筑豊教育事務所
【内容未定】
●筑豊教育事務所事業説明
●講演

公用車

11月1日 水
福岡県社会教育研究大
会

そぴあしんぐう（新宮
町）
10：00～15：10

各地域における社会教育の振興を担う社会教育委員
としての役割を再度確認し、地域づくりにつながる仕掛
けについて事例を通して学ぶことで、福岡県の社会教
育の充実と振興につなげることを目的に開催。
主催：福岡県社会教育委員連絡協議会
【内容未定】
●表彰式「福岡県社会教育委員連絡協議会表彰（功
労者表彰）」
●講演
●福岡県社会教育行政の事業説明
●事例発表

公用車

【未定】

例年11月

筑豊地区市町村社会教
育委員研修会

桂川町

筑豊地区の社会教育委員の資質向上・連携強化等を
目的に筑豊地区合同で開催している研修会（担当市
町は輪番制）。
例年、研修会の内容については、担当市町が提案し、
市町村社会教育委員の代表者で構成した実行委員会
（年3回：会長参加）で決定。
主催：筑豊地区市町村社会教育委員研修会実行委員
会

公用車

2月中旬
第3回
社会教育委員の会議

田川市民会館
15：30～

●次年度教育施策方針の諮問
●今年度活動報告　他

【未定】 社会教育委員研修視察 未定 未定

公用車

日　程

【別紙3】



令和６年度田川市社会教育委員活動計画

家庭教育講座

概要 備　考

6月29日

会場：田川市民会館　14：00～15：45
内容：子どもの病気にかかりにくい体づくり、大人に
なってからの人生を若々しく健康に送られるよう生活面
でのポイント等（いわゆるアンチエイジング）について
理解してもらう。

7月21日

会場：伊田小学校　10：30～12：00
内容：水の事故が増えている中、水の怖さや水害対策
の予防方法等を講演・実技（着衣泳）を交え理解しても
らう。

【未定】 未定
【未定】 未定
【未定】 未定
【未定】 未定
【未定】 未定

第1回
講演：「輝くパパ・ママになるための身体と心のケ
ア　〜アンチエイジング戦略〜」
講師：田中整形外科医院医院長　田中　秀　さん

第2回
講演：「予防しよう！水の事故」
実技：「体験！着衣で水の中」
講師：田川地区消防本部　救急救命士　中島
貴秋　さん

未定

未定

日　程 回数・講師等

未定

未定
未定



令和6年度家庭教育講座（案） 
回数 日時 題名 内容 講師 対象者 託児 申込期限 備考

１回
6月29日（土）
14時00分～
15時45分

「輝くパパ・ママ
になるための身体
と心のケア」
～」アンチエイジ
ング戦略～

・輝く大人になるための身体と心のケ
アの方法等
・子育て、家事、仕事を楽しむための
戦略
・病気になりにくくする体づくり等
・それぞれの攻略法を詳しく講演

田中整形外科医院
医院長
田中　秀

子どもの保護
者、又はテーマ
に興味がある方

有

（受講）
6月26日
（水曜日）
（託児）
6月20日
（木曜日）

70人（託児10人
まで）先着順

※実施済み
参加人数　58人

２回
7月21日（日）
10時30分～
12時00分

【講演】「予防し
よう！水の事故」
【実技】「体験！
着衣で水の中」

・親子参加型
・水の事故のこわさ及び予防等の講
演と実際服を着たままで水に入るこ
とを体験していただく。
・水のこわさを知ることで、水の事
故を防ぐ講演

田川地区消防本部
救命救急士
中島貴秋

子どもの保護
者、又はテーマ
に興味がある方

有

（受講）
7月17日
（水曜日）
（託児）
7月11日
（木曜日）

25組50人（託児
１0人まで）先着
順

※実施済み

３回

（予定）
9月16日（日）
10時～
11時30分

（仮）
えほんムジーク

・親子参加型
・絵を見ることやお話を聞くこと
は、想像力を豊かにし、言葉に対す
る興味がわき、感情そのものが豊か
になる。
・絵や音楽を通して親子で一緒に体
験する講座

宮崎　絵理
（バイオリン）
馬渡　英子
（ピアノ）

子ども（0歳～小
学生）、子どもの
保護者、又は
テーマに興味が
ある方

有 未定 （予定）70人

４回
（予定）
10月～11月

（仮）
アレルギーの話

・アレルギーを知ることでできる対
策がある
・アレルギー体質の子どもにとって
参考になる講座

ささきこどもクリ
ニック
院長　佐々木宏和

子どもの保護
者、又はテーマ
に興味がある方

有 未定 （予定）70人

５回
（予定）
12月頃

（仮）
食についての講座

・食を通して、家族の絆を一層深め
る講座

未定
子どもの保護
者、又はテーマ
に興味がある方

有 未定 未定

６回
（予定）
1月～3月

性教育講座 未定 未定
子どもの保護
者、又はテーマ
に興味がある方

有 未定 未定

７回
（予定）
1月～3月

性教育講座 未定 未定
子どもの保護
者、又はテーマ
に興味がある方

有 未定 未定

※令和5年度まで性教育啓発講座は、文化生涯学習課主催で実施していたが、子どもたちの発達段階に応じた望ましい性教育を教える必要がある
ため、18歳までの子どもの保護者等を対象に基本的な性教育の知識を学ぶことを目的に令和6年度から性教育啓発講座を家庭教育講座の一つとし
て実施。

【別紙4】
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